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原文翻訳：本日本語訳は、Schmersal本社のドイツ語原文を基に作成され
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RSS 36 / RST16-1
取扱説明書 - 補助シート
センサーとアクチュエーターの組み合わせ
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IEC 60947-5-3による動作距離

通常の動作距離:	 12 mm

安定動作距離 sao:	 10 mm

安定復帰距離 sar:	 20 mm

技術的な変更(V2)の必要のために、下表の様な新しい動作

距離があります。

指定された値に従って、安全な動作距離(≤ sao 及び ≥ sar)

を確実に遵守し、ガードシステムを確実に調整するため

に、ガードシステムの設計をチェックしてください。

指定のV2の位置は、寸法図から蒐集する必要があります。

IEC 60947-5-3に基づく
動作距離

アクチュエーター
RST-16-1

センサー

RSS

styp 12

sao 10

Sar 18

センサー

RSS V2

styp 12

sao 10

Sar 20

動作曲線

動作曲線はアクチュエーターが接近する時の方向によるセーフティセ

ンサーの動作距離を表しています。
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軸方向のズレ (Y)は max. ± 18 mm。高さ位置の最大のズレ(X)は ± 

 8 mmです。水平方向の取り付けには側面の突起部を避けて下さい。

2006/42/ECによる広範囲な品質保証

Schmersalは機械指令の附属書Xに従って認証された企業です。それに

より、Schmersalは機械指令の附属書 IVに記載されている製品のCEマ

ーキングに関して独自の責任があります。

更なる技術情報に付いてはインターネット（www.schmersal.net）上の

オンラインカタログをご参照下さい。

目的と用途

セーフティセンサーRSS 36はアクチュエーターRST 16-1と共に任意に

ガードに使用出来ます。セーフティセンサーの取扱説明書を熟読して

下さい。

取り付け位置や動作距離に関するズレや追加の説明は以下に示されて

います

取り付け

取り付けの際はISO 14119の要求を遵守して下さい。

RST16-1の取り付け穴はM5の平皿ネジで固定されます。セーフティセン

サーとアクチュエーターの検出面を向き合わせます。セーフティセン

サーとアクチュエーターの検出面を向き合わせます。

アクチュエーターST 16-1の外形寸法

全ての寸法表記はmm。
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取り付け方法

アクチュエーターRST 16-1を使用する時にはセーフティセンサー

RSS 36の取扱説明書を参照して下さい。更に取り付け位置や動作距

離に関する以下の説明に注意して下さい。

K. A. Schmersal GmbH & Co. KG

Möddinghofe 30, D - 42279 Wuppertal

Postfach 24 02 63, D - 42232 Wuppertal 

Phone:	 +49 - (0)2 02 - 64 74 - 0 

Telefax:	+49 - (0)2 02 - 64 74 - 1 00

E-Mail:	 info@schmersal.com

Internet:	http://www.schmersal.


